
02

秋
田
市
合
併
推
進
局
で
は
、
河
辺
町
・
雄
和
町
と
の
合

併
後
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
ご
意
見
を
う
か
が
う
た
め
、
中
央
・
東
・
西
・
南
・

北
の
各
地
域
で
住
民
説
明
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
月
三
十
一
日
に
東
部
公
民
館
で
開
か
れ
た
東
部
地
域

の
説
明
会
に
は
、
約
四
十
人
の
か
た
が
参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
市
が
こ
れ
ま
で
の
経
過
や
協
議
会
で
の
決
定

事
項
、
市
町
村
建
設
計
画(

素
案)

の
内
容
な
ど
を
説
明
し
、

そ
の
後
約
一
時
間
に
わ
た
っ
て
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
雄
和
町
の
育
英
会
の
債
務
の
取
り
扱

い
や
、
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
東
部
地
域
の
重
点
事
業
な

ど
に
つ
い
て
次
々
と
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

「
市
民
に
も
っ
と
細
か
な
情
報
も
提
供
し
て
ほ
し
い
」「
他

機
関
と
の
連
絡
を
密
に
し
て
協

議
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と

い
っ
た
要
望
も
あ
り
ま
し
た
。

説
明
会
で
い
た
だ
い
た
ご
意
見

は
、
今
後
の
合
併
協
議
の
中
で

い
か
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
説
明
会
の
日
程
は
、

右
下
の
と
お
り
で
す
。
み
な
さ

ん
の
疑
問
や
ご
意
見
な
ど
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

東部地域の住民説明会

一
月
二
十
九
日
、
秋
田
商
工
会

議
所
、
秋
田
青
年
会
議
所
、
新
あ

き
た
農
業
協
同
組
合
な
ど
地
域
づ

く
り
や
産
業
振
興
に
関
わ
る
団
体

の
代
表
が
出
席
し
、
市
町
合
併
に

つ
い
て
市
長
ら
と
意
見
交
換
を
し

ま
し
た
。

「
両
町
と
合
併
す
る
と
秋
田
市

の
農
地
面
積
は
倍
に
な
る
。
有
効

に
活
用
し
て
、
地
産
地
消
に
さ
ら

に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
」「
両
町

に
は
農
産
物
、
食
べ
物
が
豊
富
。

そ
れ
ら
も
含
め
観
光
資
源
を
う
ま

く
い
か
し
て
観
光
政
策
を
進
め
て

ほ
し
い
」
な
ど
、
両
町
の
資
源
に

期
待
す
る
意
見
が
た
く
さ
ん
出
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
二
月
五
日
に
は
保
健
福

祉
・
教
育
関
係
団
体
と
も
意
見
交

換
会
を
行
い
ま
し
た
。

産業・都市計画関係者など
とも意見交換会

地
域
説
明
会
を
開
催
中

市
町
合
併
に
関
す
る

新市の地域づくりや
産業振興などについて意見交換

地域説明会へどうぞ！
北部、南部、西部地域では、下

記の日程で市町合併に関する説明
会を開催します。どなたもお気軽
にご参加ください。当日、直接会
場へどうぞ。

地域
北部
南部
西部

日時
２月14日(土)
２月21日(土)
２月28日(土)

場所
土崎公民館
南部公民館
日吉会館

●時間は午後２時～４時です

北部・南部・西部



障
害
者
、
児
童
、
高
齢
者
福
祉
な
ど
に
つ
い
て
審
議

一
月
二
十
二
日
、
秋
田
市
・
河
辺
町
・
雄
和

町
の
第
七
回
合
併
協
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、「
障
害
者
福
祉
、
老
人
・
福
祉
医

療
事
業
の
取
扱
い
」「
児
童
福
祉
等
事
業
の
取

扱
い
」「
高
齢
者
福
祉
事
業
の
取
扱
い
」
な
ど

八
つ
の
案
件
が
審
議
さ
れ
、
こ
の
う
ち
七
議
案

を
可
決
、「
補
助
金
等
の
取
扱
い
」
は
前
回
に

引
き
続
き
、
継
続
審
議
と
な
り
ま
し
た
。

障
害
者
福
祉
、
老
人
・
福
祉
医
療
は

秋
田
市
の
制
度
に
統
一
し
ま
す

●
福
祉
医
療
は
、
合
併
時
に
秋
田
市
の
制
度

に
統
一
し
ま
す
。
た
だ
し
、
乳
幼
児
の
医

療
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
河
辺
町
と
雄
和

町
の
合
併
前
の
受
給
者
は
平
成
十
七
年
七

月
ま
で
現
行
の
ま
ま
と
し
、
平
成
十
七
年

八
月
一
日
か
ら
秋
田
市
の
制
度
に
統
一
し

ま
す
。

●
各
市
町
で
策
定
し
た
障
害
者
支
援
の
計
画

は
、
合
併
時
に
「
秋
田
市
障
害
者
プ
ラ
ン
」

に
統
一
し
ま
す
。
な
お
、
平
成
十
七
年
度

に
新
し
い
障
害
者
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

●
身
体
障
害
者
協
会
、
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

な
ど
の
団
体
に
対
す
る
補
助
金
に
つ
い
て

は
、
平
成
十
六
年
度
中
は
現
行
ど
お
り
と

し
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
秋
田
市
の
制
度

に
統
一
し
ま
す
。

●
身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者
へ
の
交
通
費

補
助
、
重
度
身
体
障
害
者
へ
の
通
院
移
送

費
給
付
、
身
体
障
害
者(

児)

補
装
具
の
交

付
お
よ
び
修
理
な
ど
、
実
施
内
容
に
違
い

が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
秋
田
市
の
制

度
に
統
一
し
ま
す
。

●
身
体
障
害
者
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
、
障
害

児
放
課
後
等
対
策
、
身
体
障
害
者
用
自
動

車
改
造
費
助
成
な
ど
、
現
在
、
河
辺
町
や

雄
和
町
で
実
施
し
て
い
な
い
事
業
に
つ
い

て
も
秋
田
市
の
制
度
に
統
一
し
、
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

秋田市・河辺町・雄和町
合併協議会

・補助金等の取扱い
・保健、衛生事業の取扱い
・環境保全事業の取扱い
・ごみ処理事業の取扱い
・し尿処理関連事業の取扱い
・農林水産関係事業の取扱い
・商工観光関係事業の取扱い
・財産区の取扱い

２月23日(月) 午後２時～
秋田キャッスルホテル
傍聴は自由です。直接会場へどうぞ。

議
案（
予
定
）

第７回合併協議会

第８回

第
７
回
合
併
協
議
会
の
報
告

合併協議に関するご意見を！

秋田市合併推進局
tel(866)2785 ファクス(866)2795
合併協議会ホームページ
http://www.aky-gappei.jp/

広報あきた　２月13日号03

日新保育園で



●
各
市
町
で
策
定
し
た
子
育
て
支
援
計
画
は
、
合
併
時

に
「
秋
田
市
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
」
に
統
一
し
ま
す
。

●
保
育
所
の
入
所
基
準
や
審
査
な
ど
に
つ
い
て
は
、
合

併
時
に
秋
田
市
の
制
度
に
統
一
し
ま
す
。
秋
田
市
の

入
所
基
準
に
満
た
な
い
両
町
の
児
童
に
つ
い
て
は
、

短
時
間
保
育
や
一
時
保
育
な
ど
実
情
に
応
じ
た
保
育

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

●
河
辺
町
・
雄
和
町
に
居
住
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
保

育
所
に
入
所
す
る
世
帯
の
保
育
料
に
つ
い
て
は
、
激

変
を
避
け
る
た
め
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
二
十
年
度

ま
で
段
階
的
に
秋
田
市
の
保
育
料
に
近
づ
け
て
い
き

ま
す
。

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
、
乳
幼
児
健

康
支
援
一
時
預
か
り
な
ど
の
、
現
在
、
両
町
で
実
施

し
て
い
な
い
事
業
に
つ
い
て
は
、
秋
田
市
の
制
度
に

統
一
し
、
実
施
し
ま
す
。

子育て支援サービスは
秋田市の制度に統一します

■保育所関係の取扱い

河
辺
町
お
よ
び
雄
和
町
に
お
け
る
生
活
保
護
業
務
に

つ
い
て
は
、
合
併
時
に
県
か
ら
引
き
継
ぎ
、
秋
田
市
が

実
施
し
ま
す
。

県
の
秋
田
福
祉
事
務
所
が
担
当
し
て
い
る
河
辺
町
・

雄
和
町
の
生
活
保
護
の
事
務
は
、
合
併
時
に
秋
田
市
が

引
き
継
ぎ
ま
す
。
な
お
、
合
併
後
の
生
活
保
護
の
相
談

窓
口
は
、
本
庁
一
か
所
と
し
ま
す
。

河
辺
町
・
雄
和
町
の

生
活
保
護
業
務
を

県
か
ら
引
き
継
ぎ
ま
す

中央保育所(雄和町)

泉保育所(秋田市)



●
各
市
町
で
策
定
し
た
高
齢
者
福
祉
計
画
は
、
合
併
時

に
「
秋
田
市
高
齢
者
プ
ラ
ン
」
に
統
一
し
ま
す
。

●
秋
田
市
と
河
辺
町
で
実
施
し
て
い
る
福
祉
機
器
・
用

具
の
貸
出
、
河
辺
町
と
雄
和
町
で
実
施
し
て
い
る
外

出
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
合
併
時
に
廃
止
し
、
秋
田
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
同
様
の
事
業
と
統
合
し
ま
す
。

●
雄
和
町
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ハ
ウ
ス

「
花
の
家
」
は
、
合
併
時
に
公
設
民
営
か
ら
民
設
民

営
へ
移
行
し
ま
す
。
起
債
の
償
還
は
、
秋
田
市
に
引

き
継
ぎ
ま
す
。

●
雄
和
町
の
ふ
れ
あ
い
支
援
セ
ン
タ
ー
「
耕
心
苑
」
は
、

合
併
時
に
秋
田
市
老
人
い
こ
い
の
家
と
同
等
の
位
置

づ
け
と
し
、
引
き
続
き
生
き
が
い
づ
く
り
な
ど
の
事

業
を
行
い
ま
す
。

●
河
辺
町
・
雄
和
町
に
一
か
所
ず
つ
置
か
れ
て
い
る
基

幹
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
、
各
種
相
談
や
サ

ー
ビ
ス
利
用
の
調
整
を
行
う
地
域
型
と
し
、
両
町
に

各
二
か
所
の
地
域
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
置

き
ま
す
。

●
現
在
、
河
辺
町
や
雄

和
町
で
実
施
し
て
い
な

い
高
齢
者
バ
ス
優
遇
乗

車
助
成
事
業
は
、
合
併

後
も
継
続
し
、
両
町
内

の
バ
ス
路
線
で
も
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
。

高齢者福祉に関することは、
秋田市の制度に統一します

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
秋
田
市
の

制
度
に
統
一
し
ま
す
。

介
護
保
険
料
は
、
平
成
十
七
年
度
ま
で
の
三
年
間
の

事
業
計
画
に
基
づ
い
て
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成

十
六
年
度
分
ま
で
は
現
行
ど
お
り
と
し
、
平
成
十
七
年

度
は
新
た
に
統
一
し
た
保
険
料
を
設
定
し
ま
す
。

介
護
保
険
料
は

平
成
17
年
度
に

新
た
な
保
険
料
で
統
一

■介護保険料の取扱い
●
家
族
介
護
用
品
の
支
給
、
家
族
介
護
慰
労
事
業
な
ど

一
市
二
町
で
実
施
内
容
に
違
い
が
あ
る
も
の
は
、
秋

田
市
の
制
度
に
統
一
し
ま
す
。

●
秋
田
市
・
河
辺
町
の
家
族
介
護
者
交
流
事
業
、
雄
和

町
の
家
族
介
護
給
付
費
支
援
事
業
は
、
合
併
時
に
廃

止
し
ま
す
。

河
辺
町
の
総
合
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
研
修
室

や
ホ
ー
ル
な
ど
を
備
え
、
研
修
会
や
講
演
会
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
役
場
の
保
健
衛

生
部
門
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
協

議
会
な
ど
も
入
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
運
営
に
つ
い
て
は
合
併
後
も
現
行
ど
お
り
と

し
ま
す
。

河辺町総合福祉交流センター
健康学習室、機能回復訓練

室、三世代交流ホール、調理
実習室などがあります。

河辺町総合福祉交流センターの
管理運営は現行どおり

健康生活推進員の研修会

広報あきた　２月13日号05

築山第一寿会のみなさん

平成16年度分までは現行どおりとし、
17年度は新たな保険料を設定します。


